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三 次 市 立 作 木 中 学 校 

〒728―0124 三次市作木町下作木 739 番地 1 

 

電話(0824)55－2106  FAX（0824）55‐2107 

E メール sakugi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

URL http://www.school.miyoshi.hiroshima.jp/junior/sakugi-j/ 

 

沿 革 史 

昭和２３年 ４／１  学制改革により作木第一中学校，作木第三中学校を創立 

      ４／６  開校式並びに入学式 

昭和２４年 ４／30  中学校再編により第二中学校の称を廃し，作木中学校となる 

           第一中学校を香淀分校，第三中学校を西分校とする 

昭和２５年 10／３  中学校新校舎落成（香淀分校） 

昭和２６年 10／１  新校舎落成式（西分校） 

昭和３０年 12／31  西分校･香淀分校を廃し，西中，香淀中として独立する 

昭和３７年 ４／１  香淀･西中学校を廃し，作木中学校を設立，新校舎建設 

      ７／３  校章を制定 

昭和３８年 ３／１  校歌を制定 

昭和３９年 ５／１  作木中学校ＰＴＡ結成 

      ９／１  作木中学校開校式（実質統合） 

      12／31  ピアノ贈呈式 

昭和４０年 ５／８  校舎本館・寄宿舎完成 

昭和４１年 ３／１  屋内体育館落成 

昭和４２年 ６／５  年間給食開始 

昭和４５年 ５／11  牛乳給食開始 

昭和４７年 ９／19  参議院文教委員被災視察 

昭和５１年 11／６  文化祭（第一回郷土芸能神楽の発表） 

昭和５８年 ３／10  神楽舞活動に村助成で用具等購入（100 万円） 

昭和６１年 ３／８  作木分校閉校式 

昭和６２年 ９／１  旧作木分校仮校舎で二学期始業式 

昭和６３年 １／21  新校舎落成式 

平成 ９年 11／23  中国中学校駅伝男女出場 

平成１３年 ３／31  寄宿舎「常清寮」休寮 

平成１４年 10／11  草の根交流（アメリカから十数名来校） 

      3／11～ 14   韓国修学旅行（木川中学校と交流） 

平成１６年 ３／31  地域イントラネット工事完了（パソコン２３台設置） 

平成１７年 ４／１  三次市との合併により三次市立作木中学校となる 

        ４／25～28  韓国修学旅行（木川中学校と交流） 

平成１８年 ４／25～28  韓国修学旅行（木川中学校と交流） 

平成１９年 11／10  第１回中学生神楽共演大会（文化センターさくぎ） 

平成２０年 11／５  広島県へき地小規模校教育研究大会を開催 

平成２２年 11／６  第４回中学生神楽共演大会（文化センターさくぎ） 

平成２４年 11／３  広島県「体力つくり奨励賞」受賞 広島県ふるさと自慢発表会出演 

平成２５年 10／27  校旗贈呈式（作木町自治連合会・作木中学校ＰＴＡより） 

      11／２  第７回中学生神楽共演大会（文化センターさくぎ） 

平成２６年 ２／８  みよしことばフェスタ作品コンクール学校賞受賞 

平成２７年 11／15    中国中学校駅伝男女出場 

 ２／20  みよし教育フェスタのアトラクションで神楽上演 

平成２８年  10／７  第５６回広島県へき地･小規模校教育研究大会を開催 

      10／29  第 10 回中学生神楽共演大会（文化センターさくぎ） 

平成２９年 11/1･2  第 66 回全国へき地教育研究大会(高知大会)で実践発表 

平成３０年 ６／５  オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業広島県コンソーシアム推進校に指定       

      11／15    オリンピアン（塚原直貴氏）による出張授業 

令和 元年 10／17  パラリンピアン（根木慎志氏）による出張授業 

      10／26  第 13 回中学生神楽共演大会（文化センターさくぎ） 

令和 ３年  1／22  オリンピアン（大石博暁氏）によるリモート授業 

      10／ 5    ツキノワグマ学習会（望月義勝氏） 

      12／ 2  「性と生を考える」講演会（河野美代子氏） 

      12／ 7  パラリンピアン（安岡チョーク氏）による出張授業 

令和 ５年  2／21   体育館照明 LED 化工事（１０個） 

       2／27  特別支援学級 LED 化工事 

 【年間主要行事予定】 
 

４月  １学期始業式・就任式，入学式，学級懇談会 

家庭訪問，修学旅行 
 

５月  生徒総会，交通安全教室，小中合同レクリエーション 

遠足 
 

６月  保･小･中合同運動会，進路説明会，マナー教室 

地域参観日，県選手権予選，３年実力テスト，期末試験 
 

７月  ２年職場体験学習，防犯教室，県選手権，地域参観日 

１学期終業式，神楽夜間練習開始，期末懇談会 
 

８月  ＰＴＣ環境整備作業，２学期始業式  

１・２年休み明けテスト，３年実力テスト 
 

９月  三中生徒交流会，小６体験入学，カヌー教室 

ＰＴＡ教育講演会，地域参観日 
 

１０月  中間試験，校内駅伝大会，地域参観日 

作木中学校区小中一貫教育合同研究会 
 

１１月  学習発表会，３年実力テスト，期末試験 

マナー教室 
 

１２月  生徒会役員選挙，防犯教室，終業式 

地域参観日，期末懇談会 
 

１月  ３学期始業式，１・２年休み明けテスト 

三次市学力到達度検査，３年実力テスト 

３年生学年末試験，１・２年実力テスト 
 

２月  立志式・授業参観等，入学説明会，地域参観日 

１･２年生学年末試験，高校入試 
 

３月  ３年生を送る会，地域参観日，卒業証書授与式 

ＰＴＡ総会，修了式，離・退任式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜小中一貫教育の推進＞ 中学校教師よる出前授業  
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かぐにゃん 

（作木中学校イメージキャラクター） 



【豊かな心の育成】 

■４つの視点に基づく生徒指

導の推進，教育相談の充実 

■キャリア教育の推進・充実 

■道徳教育の推進・充実 

■作木ふるさと学習の充実 

■主体的な生徒会活動の推進  

 

 

 

 

○体罰，セクハラ，障害を理由とした差別相談窓口 

校長，教頭，生徒指導主事，養護教諭  

（ TEL 0824 – 55 – 2106 ） 
 
○学校運営協議会委員（作木中学校区） 

岩﨑則彦，瀧奥祥二朗，加藤良二，深田真規子 

田中翔二，水本 忍，亀崎美紀，原 仁彦 

菊地明江，穐山英嗣，米丸康司，河内哲志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜日本・地域の伝統文化の学習と継承＞ ～作木ふるさと学習  

部活動顧問 

部 顧    問 

卓 球 松  井上  山田 

女子バレーボール 山本  品川 

陸 上 競 技 古森  金田  堀田 

 

生徒会委員会担当 

執 行 部 山本  松  堀田 

文 化 委 員 会 金田  品川  堀田 

保健・生活委員会 松  山本  山田 

学 習 委 員 会 古森  井上 

 

生徒数（令和７年４月８日現在） 

 １年 ２年 ３年 合計 

男子 ０ ５ ８ １３ 

女子 ４ ３ ４ １１ 

合計 ４ ８ １２ ２４ 
 

※保護者世帯数２１世帯 

 

     卒業生進路状況（過去５年間） 

年 度 国立 公立 私立 就職 その他 合計 

令和２年度 ０ １０ １ ０ ０ １１ 

令和３年度 ０ ８ １ ０ ０ ９ 

令和４年度 １ ２ ０ ０ ０ ３ 

令和５年度 ０ ８ １ １ ０ １０ 

令和６年度 ０ ４ ０ １ ０  ５ 

職  名 
（教 科） 

氏  名 担 任 等 

校  長 米丸 康司 学校経営 

教  頭 河内 哲志 学校運営 

(兼)事務長 濵原 多孝 君田中学校常駐 

教  諭 
（国 語） 品川 永里香 

２学年副担任 

学校図書館担当 

特別支援教育コーディネーター 

女子バレーボール部  

教  諭 
（社 会） 松  勇 太 

２学年担任 

生徒指導主事，情報教育担当 

卓球部，駅伝部  
教  諭 
（数 学） 古森 健司 

３学年副担任，教務主任 

陸上競技部，駅伝部 

教  諭 
（理 科） 金田 一真 

１学年副担任，研究主任 

情報教育担当  

「学びの変革」推進担当教員 

陸上競技部，駅伝部  

教  諭 
（音 楽） 堀田 侑希 

１学年担任，作木小兼務 

道徳教育推進教師 

陸上競技部  

教  諭 
（保健体育） 山本 凌真 

３学年担任，進路指導主事 

体力つくり推進リーダー 

女子バレーボール部，駅伝部  

教  諭 
（英 語） 井上 知三 

２学年副担任，作木小兼務  

小中一貫教育推進教員 

卓球部  

養護教諭 山田 千尋 
３学年所属，保健主事 

食育担当 

卓球部  

主  事 藤田 まりあ  

講  師 
（美 術） 藤 原  晋  

（兼）教諭 
（技 術） 伊藤 和彦 君田中より兼務  

講  師 
（家 庭） 神川 智未  

ＡＬＴ 
Aranton Jo Anne 

Morales 
 

ＳＣ 新川 陽子  

令和７年度職員名簿  

【健やかな体の育成】 

■基本的な生活習慣の確立 

■基礎体力の向上 

■食育の充実 

■安全教育の推進 

■防災教育の充実  

令和７年度 三次市立作木中学校 学校経営全体構想図 

【広島県】基本理念 

広島で学んで良かったと思える  広島で学んでみた

いと思われる 日本一の教育県の実現 

【三次市】基本理念 

 高い志をもち 夢や目標に向けて挑戦し 自立を図る

とともに  多様な共創により  住み続けたいまち三

次を実現する 心豊かでたくましい ひとづくり 

 

「自律」・「協働」・「挑戦」 
～ふるさと作木を愛し，新しい時代をたくましく生きる生徒の育成～ 

～～ 

学 校 教 育 目 標 

 (自校の使命) 

〇 主体的・対話的で深い学びを創造し，確かな学力を身に付けた生徒を育成する。 

〇 作木中学校区の特性を生かした特色ある教育活動を推進することで，ふるさと作木を愛し，  

地域の将来を担う生徒を育成する。 

 〇 コミュニティ・スクールとして，学校・地域・家庭が協働し，生徒の成長を支える学校。 

＜めざす学校像＞ 

○生徒が安心して学べ，確実に力をつける学校 

○生徒，教職員がともに成長しあえる学校 

○地域に愛され自慢できる学校 

＜めざす生徒像＞ 

〇基礎的・基本的な学力を身に付けた生徒 

○しっかり考え判断し，表現できる生徒 

○課題解決に向けて，他者と協働し，粘り強く主体的に学ぶ生徒 

○自己理解を深め，他者を大切にした行動ができる生徒 

＜めざす教職員像＞ 

○生徒の心に寄り添い，信頼される教職員 

○目的達成のため組織的・協働的に動く教職員 

〇自ら学び続け，新たなものに積極的に挑戦する教職員 

学校経営方針 

（１）確かな学力の定着と自律的に学ぶ態度を育てる。 
 

（２）生徒指導の４つの視点を意識した指導・支援によ

り自己指導能力を育てる。 
 

（３）基本的な生活習慣の確立と基礎体力の向上を図

る。 
 

（４）小中一貫教育とコミュニティ・スクールを推進

し，ふるさと作木を愛し，地域に貢献する生徒を

育てる。 
 

（５）生徒と向き合う時間につなぐ業務改善を推進 

する。 

令和７年度 重点目標  

○「分かること」・「できること」を大切にする。（基礎的・基本的な学力の確実な定着） 

○お互いを思いやることを大切にする。（共感的な人間関係づくり）  

【確かな学力の育成】 

■対話によって学びを深める

授業づくりの推進 

■ICT の効果的活用 

■自律的な学習習慣の確立 

■個に応じた指導の充実  

■各種検定，コンクールの奨励 

教育研究の推進 

研究主題    思考力・判断力・表現力を高める指導の在り方 

    ～対話によって学びを深める授業づくりを通して～ 

 

＜育成したい資質・能力＞ 

○知識・技能  ○思考力・判断力・表現力  ○学びに向かう力  〇自己理解  

【信頼される学校】 

■小中一貫教育の更なる充実・発展  ■コミュニティ・スクールの推進（學校，家庭，地域との協働） 

■計画的・積極的な情報発信  ■風通しの良い職場環境づくり  ■働き方改革の推進  

チ
ー
ム
で
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

作
木
の
自
然
・
文
化
・
人 



 


